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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行列形態で複数の表示ブロックに区分される表示パネルと、
　前記表示ブロックと対応する複数の発光ブロックと、
　第１クロック信号に同期したＲ、Ｇ、Ｂ信号の入力を外部から受け、第２クロック信号
に同期して複数の代表映像信号を出力する第１タイミングコントローラと、
　前記第１タイミングコントローラから受けた複数の代表映像信号に対応する光データ信
号を前記第２クロック信号に同期して出力する第２タイミングコントローラと、
　複数の発光ブロックと接続され、前記第２タイミングコントローラから受けた前記光デ
ータ信号に応答して前記複数の発光ブロックの輝度を制御する複数のバックライトドライ
バとを備え、
　前記第１タイミングコントローラは、前記第１クロック信号に同期した前記表示ブロッ
クに供給される前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号の入力を並列に受けて、
　前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号それぞれに対し、
　メモリと、
　前記Ｒ、Ｇ、Ｂ各信号の平均値又は最大値を前記表示ブロックに対応する前記代表映像
信号として決定し、前記第１クロック信号に同期して前記各代表映像信号を前記メモリに
書込む代表値決定部と、
　前記第２クロック信号に同期して前記代表映像信号を前記メモリから読出し、前記読出
された代表映像信号をシリアルで前記第２タイミングコントローラに出力する直列化器と
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を含み、
　前記直列化器は、前記第２クロック信号に同期して複数ビットからなる前記代表映像信
号を前記メモリから並列に読出して保存する複数のラッチ部と、
　前記各ラッチ部に保存された前記各代表映像信号をビット単位で出力する複数の伝送部
と、
　前記各伝送部からの出力である前記ビット単位の代表映像信号を順次にシリアルで伝送
するマルチプレクサ（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ）とを含み、
　前記第１クロック信号の周波数は前記第２クロック信号の周波数より高いことを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項２】
　行列形態で複数の表示ブロックに区分される表示パネルと、
　前記表示ブロックと対応する複数の発光ブロックと、
　第１クロック信号に同期したＲ、Ｇ、Ｂ信号の入力を外部から受け、第２クロック信号
に同期して複数の代表映像信号を出力する第１タイミングコントローラと、
　前記第１タイミングコントローラから受けた複数の代表映像信号に対応する光データ信
号を前記第２クロック信号に同期して出力する第２タイミングコントローラと、
　複数の発光ブロックと接続され、前記第２タイミングコントローラから受けた前記光デ
ータ信号に応答して前記複数の発光ブロックの輝度を制御する複数のバックライトドライ
バとを備え、
　前記第１タイミングコントローラは、前記第１クロック信号に同期した前記表示ブロッ
クに供給される前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号の入力を並列に受けて、
　前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号それぞれに対し、
　前記Ｒ、Ｇ、Ｂ各信号の平均値又は最大値を前記表示ブロックに対応する前記代表映像
信号として決定する代表値決定部と、
　前記第１クロック信号に同期して前記各代表映像信号を保存する複数のラッチ部と、
　前記第２クロック信号に同期して前記複数のラッチ部に保存された複数ビットからなる
前記各代表映像信号をビット単位で順次に出力する複数の伝送部とを含み、
　前記第１クロック信号の周波数は前記第２クロック信号の周波数より高いことを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項３】
　行列形態で複数の表示ブロックに区分される液晶パネルと該液晶パネルの表示ブロック
と対応して光を供給する複数の発光ブロックとを備える液晶表示装置の駆動方法であって
、
　第１クロック信号に同期したＲ、Ｇ、Ｂ信号の入力を外部から受け、第２クロック信号
に同期して複数の代表映像信号を出力する段階と、
　前記複数の代表映像信号に対応する光データ信号を前記第２クロック信号に同期して供
給する段階と、
　前記光データ信号に応答して前記発光ブロックの輝度を制御する段階とを有し、
　前記第２クロック信号に同期して複数の代表映像信号を出力する段階は、前記第１クロ
ック信号に同期した前記表示ブロックに供給される前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号の入力を並列に受
ける段階と、
　前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号それぞれに対し、各信号の平均値又は最大値を前記各表示ブロック
に対応する前記代表映像信号として決定する段階と、
　前記第１クロック信号に同期して前記各代表映像信号をメモリに書込む段階と、
　前記第２クロック信号に同期して前記各代表映像信号を前記メモリから並列に読出す段
階と、
　前記読出された各代表映像信号をシリアルで出力する段階とを有し、
　前記代表映像信号をシリアルで出力する段階は、前記第２クロック信号に同期して複数
ビットからなる前記各代表映像信号を前記メモリから並列に読出して複数のラッチ部に保
存する段階と、
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　前記各ラッチ部に保存された前記各代表映像信号をビット単位で出力する段階と、
　前記ビット単位で出力された前記各代表映像信号を順次にシリアルで伝送する段階とを
含み、
　前記第１クロック信号の周波数は前記第２クロック信号の周波数より高いことを特徴と
する液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　行列形態で複数の表示ブロックに区分される液晶パネルと該液晶パネルの表示ブロック
と対応して光を供給する複数の発光ブロックとを備える液晶表示装置の駆動方法であって
、
　第１クロック信号に同期したＲ、Ｇ、Ｂ信号の入力を外部から受け、第２クロック信号
に同期して複数の代表映像信号を出力する段階と、
　前記複数の代表映像信号に対応する光データ信号を前記第２クロック信号に同期して供
給する段階と、
　前記光データ信号に応答して前記発光ブロックの輝度を制御する段階とを有し、
　前記第２クロック信号に同期して複数の代表映像信号を出力する段階は、前記第１クロ
ック信号に同期した前記表示ブロックに供給される前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号の入力を受ける段
階と、
　前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号それぞれに対し、各信号の平均値又は最大値を前記各表示ブロック
に対応する前記代表映像信号として決定する段階と、
　前記第１クロック信号に同期して前記各代表映像信号を複数のラッチ部に保存する段階
と、
　前記第２クロック信号に同期して前記各ラッチ部に保存された前記各代表映像信号をビ
ット単位で出力する段階とを含み、
　前記第１クロック信号の周波数は前記第２クロック信号の周波数より高いことを特徴と
する液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、画素電極が具備された第１表示板、共通電極が具備された第２表示板
、第１表示板と第２表示板との間に注入された誘電率異方性（ｄｉｅｌｅｃｔｒｉｃ　ａ
ｎｉｓｏｔｒｏｐｙ）を有する液晶層を有する液晶パネルを含む。画素電極と共通電極の
間に電界が形成されて、この電界の強度が調節されることによって液晶パネルを透過する
光の量が制御されて所望の画像が表示される。液晶表示装置はそれ自体が発光型表示装置
ではないため、多数の発光ブロックを含む。
【０００３】
　このような液晶表示装置は、第１タイミングコントローラと第２タイミングコントロー
ラを含む。第１タイミングコントローラは外部から映像信号及び外部制御信号の入力を受
け、ゲートドライバ、データドライバを制御する。第２タイミングコントローラは、第１
タイミングコントローラから液晶パネルに表示される映像情報が提供され、映像情報に対
応して発光ブロックの輝度を制御する。ここで、映像情報は速い速度で第１タイミングコ
ントローラから第２タイミングコントローラに提供される。これによって電磁波障害（ｅ
ｌｅｃｔｒｏｍａｇｎｅｔｉｃ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ、以下ＥＭＩという）が発生
し得る。
【特許文献１】特開２００７－００６７９５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　そこで、本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたもので、本発明の目的は、ＥＭ
Ｉを減らせる液晶表示装置を提供することにある。
【０００５】
　本発明の他の目的は、ＥＭＩを減らせる液晶表示装置の駆動方法を提供することにある
。
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は上記で言及した課題に制限されず、言及されていない
或いは他の課題は次の記載によって当業者に明確に理解し得るものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するためになされた本発明の液晶表示装置は、行列形態で複数の表示ブ
ロックに区分される表示パネルと、前記表示ブロックと対応する複数の発光ブロックと、
第１クロック信号に同期したＲ、Ｇ、Ｂ信号の入力を外部から受け、第２クロック信号に
同期して複数の代表映像信号を出力する第１タイミングコントローラと、前記第１タイミ
ングコントローラから受けた複数の代表映像信号に対応する光データ信号を前記第２クロ
ック信号に同期して出力する第２タイミングコントローラと、複数の発光ブロックと接続
され、前記第２タイミングコントローラから受けた前記光データ信号に応答して前記複数
の発光ブロックの輝度を制御する複数のバックライトドライバとを備え、前記第１タイミ
ングコントローラは、前記第１クロック信号に同期した前記表示ブロックに供給される前
記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号の入力を並列に受けて、前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号それぞれに対し、メモリと
、前記Ｒ、Ｇ、Ｂ各信号の平均値又は最大値を前記表示ブロックに対応する前記代表映像
信号として決定し、前記第１クロック信号に同期して前記各代表映像信号を前記メモリに
書込む代表値決定部と、前記第２クロック信号に同期して前記代表映像信号を前記メモリ
から読出し、前記読出された代表映像信号をシリアルで前記第２タイミングコントローラ
に出力する直列化器とを含み、前記直列化器は、前記第２クロック信号に同期して複数ビ
ットからなる前記代表映像信号を前記メモリから並列に読出して保存する複数のラッチ部
と、前記各ラッチ部に保存された前記各代表映像信号をビット単位で出力する複数の伝送
部と、前記各伝送部からの出力である前記ビット単位の代表映像信号を順次にシリアルで
伝送するマルチプレクサ（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ）とを含み、前記第１クロック信号の
周波数は前記第２クロック信号の周波数より高いことを特徴とする。
【０００９】
　また、目的を達成するためになされた本発明の液晶表示装置は、行列形態で複数の表示
ブロックに区分される表示パネルと、前記表示ブロックと対応する複数の発光ブロックと
、第１クロック信号に同期したＲ、Ｇ、Ｂ信号の入力を外部から受け、第２クロック信号
に同期して複数の代表映像信号を出力する第１タイミングコントローラと、前記第１タイ
ミングコントローラから受けた複数の代表映像信号に対応する光データ信号を前記第２ク
ロック信号に同期して出力する第２タイミングコントローラと、複数の発光ブロックと接
続され、前記第２タイミングコントローラから受けた前記光データ信号に応答して前記複
数の発光ブロックの輝度を制御する複数のバックライトドライバとを備え、前記第１タイ
ミングコントローラは、前記第１クロック信号に同期した前記表示ブロックに供給される
前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号の入力を並列に受けて、前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号それぞれに対し、前記Ｒ
、Ｇ、Ｂ各信号の平均値又は最大値を前記表示ブロックに対応する前記代表映像信号とし
て決定する代表値決定部と、前記第１クロック信号に同期して前記各代表映像信号を保存
する複数のラッチ部と、前記第２クロック信号に同期して前記複数のラッチ部に保存され
た複数ビットからなる前記各代表映像信号をビット単位で順次に出力する複数の伝送部と
を含み、前記第１クロック信号の周波数は前記第２クロック信号の周波数より高いことを
特徴とする。
【００１０】
　上記他の目的を達成するためになされた本発明の液晶表示装置の駆動方法は、行列形態
で複数の表示ブロックに区分される液晶パネルと該液晶パネルの表示ブロックと対応して



(5) JP 5348371 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

光を供給する複数の発光ブロックとを備える液晶表示装置の駆動方法であって、第１クロ
ック信号に同期したＲ、Ｇ、Ｂ信号の入力を外部から受け、第２クロック信号に同期して
複数の代表映像信号を出力する段階と、前記複数の代表映像信号に対応する光データ信号
を前記第２クロック信号に同期して供給する段階と、前記光データ信号に応答して前記発
光ブロックの輝度を制御する段階とを有し、前記第２クロック信号に同期して複数の代表
映像信号を出力する段階は、前記第１クロック信号に同期した前記表示ブロックに供給さ
れる前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号の入力を並列に受ける段階と、前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号それぞれに対
し、各信号の平均値又は最大値を前記各表示ブロックに対応する前記代表映像信号として
決定する段階と、前記第１クロック信号に同期して前記各代表映像信号をメモリに書込む
段階と、前記第２クロック信号に同期して前記各代表映像信号を前記メモリから並列に読
出す段階と、前記読出された各代表映像信号をシリアルで出力する段階とを有し、前記代
表映像信号をシリアルで出力する段階は、前記第２クロック信号に同期して複数ビットか
らなる前記各代表映像信号を前記メモリから並列に読出して複数のラッチ部に保存する段
階と、前記各ラッチ部に保存された前記各代表映像信号をビット単位で出力する段階と、
前記ビット単位で出力された前記各代表映像信号を順次にシリアルで伝送する段階とを含
み、前記第１クロック信号の周波数は前記第２クロック信号の周波数より高いことを特徴
とする。
　また、上記他の目的を達成するためになされた本発明の液晶表示装置の駆動方法は、行
列形態で複数の表示ブロックに区分される液晶パネルと該液晶パネルの表示ブロックと対
応して光を供給する複数の発光ブロックとを備える液晶表示装置の駆動方法であって、第
１クロック信号に同期したＲ、Ｇ、Ｂ信号の入力を外部から受け、第２クロック信号に同
期して複数の代表映像信号を出力する段階と、前記複数の代表映像信号に対応する光デー
タ信号を前記第２クロック信号に同期して供給する段階と、前記光データ信号に応答して
前記発光ブロックの輝度を制御する段階とを有し、前記第２クロック信号に同期して複数
の代表映像信号を出力する段階は、前記第１クロック信号に同期した前記表示ブロックに
供給される前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号の入力を受ける段階と、前記Ｒ、Ｇ、Ｂ信号それぞれに対
し、各信号の平均値又は最大値を前記各表示ブロックに対応する前記代表映像信号として
決定する段階と、前記第１クロック信号に同期して前記各代表映像信号を複数のラッチ部
に保存する段階と、前記第２クロック信号に同期して前記各ラッチ部に保存された前記各
代表映像信号をビット単位で出力する段階とを含み、前記第１クロック信号の周波数は前
記第２クロック信号の周波数より高いことを特徴とする。
 
【００１１】
　その他の特徴の具体的な事項は、以下に述べる詳細な説明及び図面に含まれている。
【発明の効果】
【００１２】
　このような本発明の液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法によれば、ＥＭＩを減ら
すことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の利点及び特徴、そして、それらを達成する方法は、図面と共に詳細に後述する
実施形態を参照すると明確になる。しかし、本発明は以下で開示される実施形態に限定さ
れず、異なる多様な形態で具現することができ、単に本実施形態は、本発明の開示が完全
になるように、本発明が属する技術分野における通常の知識を有する者に発明の範疇を完
全に知らせるために提供されるものである。明細書全体において同一参照符号は同一構成
要素を示す。
【００１４】
　一つの素子（ｅｌｅｍｅｎｔｓ）が他の素子と“連結された（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　ｔ
ｏ）”或いは“カップリングされた（ｃｏｕｐｌｅｄ　ｔｏ）”と指称することは、他の
素子と直接連結或いはカップリングされた場合、或いは中間に他の素子を介在した場合を
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すべて含む。反面、一つの素子が異なる素子と“直接連結された（ｄｉｒｅｃｔｌｙ　ｃ
ｏｎｎｅｃｔｅｄ　ｔｏ）”或いは“直接カップリングされた（ｄｉｒｅｃｔｌｙ　ｃｏ
ｕｐｌｅｄ　ｔｏ）”と指称することは中間に他の素子を介在しないことを示す。明細書
全体において同一参照符号は同一構成要素を示す。“及び／又は”は言及されたアイテム
の各々及び一つ以上のすべての組合せを含む。
【００１５】
　たとえ、第１、第２等が多様な素子、構成要素及び／又はセクションを叙述するために
使用されても、これら素子、構成要素及び／又はセクションはこれら用語によって制限さ
れないことはもちろんである。これらの用語は単に一つの素子、構成要素或いはセクショ
ンを他の素子、構成要素或いはセクションと区別するために使用するものである。従って
、以下で言及される第１素子、第１構成要素或いは第１セクションは本発明の技術的思想
内において第２素子、第２構成要素或いは第２セクションであり得ることはもちろんであ
る。
【００１６】
　本明細書において使用された用語は実施形態を説明するためのものであり、本発明を制
限しようとするものではない。本明細書で、単数型は文句に特別に言及しない限り複数型
も含む。明細書で使用される“含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ又はｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）”
は言及された構成要素、段階、動作及び／又は素子は一つ以上の他の構成要素、段階、動
作及び／又は素子の存在或いは追加を排除しない。
【００１７】
　他の定義がなければ、本明細書において使用されるすべての用語（技術及び科学的用語
を含む）は本発明が属する技術分野における通常の知識を有する者に共通に理解し得る意
味で使用され得るものである。また、一般的に使用される辞典に定義されている用語は明
白に特別に定義されていない限り理想的に或いは過度に解釈されない。
【００１８】
　請求項に記載のタイミングコントローラは、以下で開示されるタイミングコントローラ
、第１タイミングコントローラ及び第２タイミングコントローラのうちのどれか一つであ
り得る。
【００１９】
　以下、本発明の液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法を実施するための最良の形態
の具体例を、図面を参照しながら詳細に説明する。
　先ず、図１乃至図６を参照して、本発明の一実施形態による液晶表示装置及び液晶表示
装置の駆動方法を説明する。
　図１は、本発明の一実施形態によるタイミングコントローラを含む液晶表示装置及び液
晶表示装置の駆動方法を説明するためのブロック図であり、図２は、一つの画素の等価回
路図であり、図３は、図１の発光ブロックの配列形態と発光ブロック及びバックライトド
ライバの連結関係を説明するためのブロック図であり、図４は、図１の第１タイミングコ
ントローラを説明するためのブロック図であり、図５は、図４の第１タイミングコントロ
ーラの動作を説明するための概念図であり、図６は、図３の直列化器を説明するためのブ
ロック図である。
【００２０】
　図１を参照すると、液晶表示装置１０は、液晶パネル３００、ゲートドライバ４００、
データドライバ５００、第１タイミングコントローラ６００、第２タイミングコントロー
ラ７００、第１乃至第ｍバックライトドライバ８００＿１～８００＿ｍ、及び第１乃至第
ｍバックライトドライバ８００＿１～８００＿ｍ各々に連結された発光ブロック（ＬＢ）
を含む。
【００２１】
　液晶パネル３００は、多数の表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に区分され得る
。例えば、多数の表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））は、（ｎ×ｍ）行列形態で配
列され、多数の発光ブロック（ＬＢ）と対応する。各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×
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ｍ））は多数の画素を含む。液晶パネル３００は多数のゲートライン（Ｇ１－Ｇｉ）と多
数のデータライン（Ｄ１～Ｄｊ）を含む。
【００２２】
　図２に一つの画素に対する等価回路が示されている。画素（ＰＸ）、例えば、ｆ番目（
ｆ＝１～ｉ）ゲートライン（Ｇｆ）とｇ番目（ｇ＝１～ｊ）データライン（Ｄｇ）に連結
された画素（ＰＸ）は、ゲートライン（Ｇｆ）及びデータライン（Ｄｇ）に連結されたス
イッチング素子（Ｑｐ）と、これに連結された液晶キャパシタ（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓ
ｔａｌ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）（Ｃｌｃ）及び維持キャパシタ（ｓｔｏｒａｇｅ　ｃａｐ
ａｃｉｔｏｒ）（Ｃｓｔ）を含む。液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）は、第１表示板１００の画
素電極（ＰＥ）、第２表示板２００の共通電極（ＣＥ）、及びその間の液晶１５０を含ん
で構成される。共通電極（ＣＥ）の一部には色フィルタ（ＣＦ）が形成されている。
【００２３】
　ゲートドライバ４００は、第１タイミングコントローラ６００からゲート制御信号（Ｃ
ＯＮＴ２）が供給されてゲート信号をゲートライン（Ｇ１～Ｇｋ）に印可する。ここでゲ
ート信号はゲートオン／オフ電圧発生部（図示せず）から供給されたゲートオン電圧（Ｖ
ｏｎ）とゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）の組合せで構成される。ゲート制御信号（ＣＯＮＴ
１）は、ゲートドライバ４００の動作を制御するための信号であって、ゲートドライバ４
００の動作を開始する垂直開始信号、ゲートオン電圧の出力時期を決定するゲートクロッ
ク信号及びゲートオン電圧のパルス幅を決定する出力イネイブル信号などを含み得る。
【００２４】
　データドライバ５００は、第１タイミングコントローラ６００からデータ制御信号（Ｃ
ＯＮＴ１）が供給されて映像データ電圧をデータライン（Ｄ１～Ｄｊ）に印可する。デー
タ制御信号（ＣＯＮＴ１）はＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）に対応する映像データ信
号及びデータドライバ５００の動作を制御する信号を含む。データドライバ５００の動作
を制御する信号はデータドライバ５００の動作を開始する水平開始信号及び映像データ電
圧の出力を指示する出力指示信号などを含み得る。
【００２５】
　ゲートドライバ４００或いはデータドライバ５００は、可撓性印刷回路フィルム（ｆｌ
ｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｆｉｌｍ）（図示せず）の上に装着さ
れてテープキャリアパッケージ（ｔａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐａｃｋａｇｅ）の形態で
液晶パネル３００に付着し得る。これとは異なり、ゲートドライバ４００或いはデータド
ライバ５００は、表示信号線（Ｇ１－Ｇｉ、Ｄ１～Ｄｊ）とスイッチング素子（Ｑｐ）な
どと共に液晶パネル３００に集積され得る。
【００２６】
　第１タイミングコントローラ６００は、外部のグラフィック制御機（図示せず）からＲ
、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及びこれの表示を制御する外部制御信号（Ｖｓｙｎｃ、
Ｈｓｙｎｃ、Ｍｃｌｋ、ＤＥ）を受信する。Ｒ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及び制御
信号（Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、Ｍｃｌｋ、ＤＥ）に基づいてデータ制御信号（ＣＯＮＴ
１）及びゲート制御信号（ＣＯＮＴ２）を生成する。外部制御信号の例としては、垂直同
期信号（Ｖｓｙｎｃ）と水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、メインクロック信号（Ｍｃｌｋ）
、データイネイブル信号（ＤＥ）等がある。ここでＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は
メインクロック（Ｍｃｌｋ）に同期して入力され得る。例えば、Ｒ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ
、Ｇ、Ｂ）がそれぞれ８ビット（ｋ＝８）の信号の場合、２４個のラインを通し、並列で
入力され得る。
【００２７】
　また、第１タイミングコントローラ６００は、メインクロック信号（Ｍｃｌｋ）に同期
したＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の入力を受け、各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（
ｎ×ｍ））に対応する代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＧ＿ＤＢ
１～ＲＧ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を決定し、伝送クロ
ック信号（Ｔｃｌｋ）に同期して代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、
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ＲＧ＿ＤＢ１～ＲＧ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を第２タ
イミングコントローラ（７００）に供給する。ここで、伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）の
周波数はメインクロック信号（Ｍｃｌｋ）の周波数より低い。また、代表映像信号（ＲＲ
＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））はシリアルで供給され得る。
【００２８】
　各代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＧ＿ＤＢ１～ＲＧ＿ＤＢ（
ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））は、各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（
ｎ×ｍ））に供給されるＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の代表値であり得る。例えば
、第１タイミングコントローラ６００は、第１表示ブロック（ＤＢ１）に供給されるＲ、
Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の入力を受け、Ｒ映像信号（Ｒ）の代表値の代表映像信号
（ＲＲ＿ＤＢ１）、Ｇ映像信号（Ｇ）の代表値の代表映像信号（ＲＧ＿ＤＢ１）及びＢ映
像信号（Ｂ）の代表値である代表映像信号（ＲＢ＿ＤＢ１）を決定し、これらを伝送クロ
ック信号（Ｔｃｌｋ）に同期して第２タイミングコントローラ７００に出力する。次に、
第１タイミングコントローラ６００は、第２表示ブロック（ＤＢ２）に供給されるＲ、Ｇ
、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の入力を受け、Ｒ映像信号（Ｒ）の代表値である代表映像信
号（ＲＲ＿ＤＢ２）、Ｇ映像信号（Ｇ）の代表値である代表映像信号（ＲＧ＿ＤＢ２）及
びＢ映像信号（Ｂ）の代表値の代表映像信号（ＲＢ＿ＤＢ２）を決定し、これらを伝送ク
ロック信号（Ｔｃｌｋ）に同期して第２タイミングコントローラ７００に出力する。
【００２９】
　このような方法で、第１タイミングコントローラ６００は、多数の表示ブロック（ＤＢ
１～ＤＢ（ｎ×ｍ））各々に対応する代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ
）、ＲＧ＿ＤＢ１～ＲＧ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を決
定し、第２タイミングコントローラ７００に出力する。ここで、各表示ブロック（ＤＢ１
～ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、Ｒ
Ｇ＿ＤＢ１～ＲＧ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））は、各表示
ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に供給されるＲ、Ｇ、Ｂ信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の平均
値であり得る。或いは、各代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＧ＿
ＤＢ１～ＲＧ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））は、各表示ブロ
ック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に供給されるＲ、Ｇ、Ｂ信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の最大値で
あり得る。但し、第１タイミングコントローラ６００が表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ
×ｍ））各々に対応する代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＧ＿Ｄ
Ｂ１～ＲＧ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を決定する方法は
これに限定されない。
【００３０】
　第２タイミングコントローラ７００は、伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）に同期した代表
映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＧ＿ＤＢ１～ＲＧ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）
、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））が供給され、各代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～
ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＧ＿ＤＢ１～ＲＧ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿Ｄ
Ｂ（ｎ×ｍ））に対応する光データ信号（ＬＤＡＴ）を第１乃至第ｍバックライトドライ
バ（８００＿１～８００＿ｍ）に供給する。ここで、光データ信号（ＬＤＡＴ）はシリア
ルバス（ＳＢ）を通して供給され得る。
【００３１】
　各バックライトドライバ（８００＿１～８００＿ｍ）は、多数の発光ブロック（ＬＢ１
～ＬＢ（ｎ×ｍ））と連結され、光データ信号（ＬＤＡＴ）に応答して各発光ブロック（
ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度を制御する。例えば、図３に示したように、多数の発光
ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））が（ｎ×ｍ）行列形態で配列されて多数の表示ブロ
ック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））と対応され得る。ここで、ｍ個の各バックライトドライ
バ（８００＿１～８００＿ｍ）は、発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の縦列（ｃ
ｏｌｕｍｎ）と連結され、各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度を制御し得
る。各バックライトドライバ（８００＿１～８００＿ｍ）は、光データ信号（ＬＤＡＴ）
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に応答して、パルス幅変調信号を出力して各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の
輝度を制御し得る。或いはバックライトドライバ（８００＿１～８００＿ｍ）は、光デー
タ信号（ＬＤＡＴ）に応答して各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））に供給される
電流量を調節し、各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度を制御し得る。本発
明において、各バックライトドライバ（８００＿１～８００＿ｍ）が各発光ブロック（Ｌ
Ｂ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度を制御する方法はこれに限定されない。
【００３２】
　整理すると、第２タイミングコントローラ７００は、第１タイミングコントローラ６０
０から各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））の代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ
＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＧ＿ＤＢ１～ＲＧ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（
ｎ×ｍ））が供給され、各代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＧ＿
ＤＢ１～ＲＧ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する光デ
ータ信号（ＬＤＡＴ）を各バックライトドライバ（８００＿１～８００＿ｍ）に供給する
。各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度は各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（
ｎ×ｍ））の代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＧ＿ＤＢ１～ＲＧ
＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する光データ信号（Ｌ
ＤＡＴ）によって制御される。
【００３３】
　ここで、第１タイミングコントローラ６００は低い周波数の伝送クロック信号（Ｔｃｌ
ｋ）に同期して代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を第２タイミング
コントローラ７００に供給する。例えば、伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）の周波数はメイ
ンクロック信号（Ｍｃｌｋ）の周波数より低い。従って、第１タイミングコントローラ６
００が代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）、ＲＧ＿ＤＢ１～ＲＧ＿ＤＢ
（ｎ×ｍ）、ＲＢ＿ＤＢ１～ＲＢ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を第２タイミングコントローラ７０
０に供給する時、ＥＭＩが減る。以下で更に具体的に説明する。
【００３４】
　図４を参照すると、第１タイミングコントローラ６００は、代表値決定部６１０、メモ
リ６２０及び直列化器６３０を含む。説明の便宜上Ｒ映像信号（Ｒ）を例えに説明する。
【００３５】
　代表値決定部６１０は、メインクロック信号（Ｍｃｌｋ）に同期したＲ映像信号（Ｒ）
の入力を受け、各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に供給されるＲ映像信号の代
表値である代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を決定する。
【００３６】
　図５を参照すると、時間０から時間ｔ１の間、第１表示ブロック（ＤＢ１）に表示され
るＲ映像信号（Ｒ）がメインクロック信号（Ｍｃｌｋ）に同期して第１タイミングコント
ローラ６００に入力されると、代表値決定部６１０はフラグ信号（ＦＬＡＧ）をイネイブ
ルして第１表示ブロック（ＤＢ１）に対応する代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）を決定する
。
【００３７】
　但し、時間０から時間ｔ１の間、第１表示ブロック（ＤＢ１）に表示されるＲ映像信号
（Ｒ）だけが入力されないことがある。時間０から時間ｔ１の間、第１表示ブロック（Ｄ
Ｂ１）の他にも第２表示ブロック乃至第ｍ表示ブロック（ＤＢ２～ＤＢｍ）に該当するＲ
映像信号（Ｒ）の一部も入力され得る。即ち、Ｒ映像信号（Ｒ）は、表示ブロック（ＤＢ
１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に関係なく、各ゲートライン（Ｇ１－Ｇｉ）に連結された画素に対
応して順次に入力される。言い換えると、第１表示ブロック（ＤＢ１）に該当するＲ映像
信号（Ｒ）が入力されて次に第２表示ブロック（ＤＢ２）に該当するＲ映像信号（Ｒ）が
入力されないことがある。従って、液晶表示装置はメモリ（図示せず）を含み、メモリは
各ゲートライン（Ｇ１－Ｇｉ）に連結された画素に対応して順次に入力されるＲ映像信号
（Ｒ）を臨時に保存し得る。時間ｔ１では第１表示ブロック（ＤＢ１）に表示されるすべ
てのＲ映像信号（Ｒ）がメモリに入力されて保存されると、代表値決定部は、メインクロ
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ック信号（Ｍｃｌｋ）に同期してメモリから第１表示ブロック（ＤＢ１）に表示されるＲ
映像信号（Ｒ）を読出し、フラグ信号（ＦＬＡＧ）をイネイブルして第１表示ブロック（
ＤＢ１）に対応する代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）を決定し得る。即ち、液晶表示装置は
表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））の行（ｒｏｗ）に対応するＲ映像信号（Ｒ）を
保存し得るメモリを更に具備し得る。ここで、第１表示ブロック（ＤＢ１）に対応する代
表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）は８ビットとして１１００１１００であり得る。フラグ信号
（ＦＬＡＧ）は代表値決定部６１０内部で生成される信号であり得るし、或いは外部で提
供される信号でもあり得る。
【００３８】
　第１表示ブロック（ＤＢ１）に対応する代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）が決定されると
、時間ｔ２で代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）がメモリ（６２０）に書込まれ得る。ここで
、代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）はメインクロック信号（Ｍｃｌｋ）に同期してメモリ６
２０に書込まれ得る。即ち、ｔ２でメインクロック信号（Ｍｃｌｋ）に同期して８ビット
の代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）１１００１１００が並列にメモリ６２０に書込まれ得る
。但し、代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）がメインクロック信号（Ｍｃｌｋ）に同期せず、
他のクロック信号に同期してメモリ６２０に書込まれることもあり得る。また、代表映像
信号（ＲＲ＿ＤＢ１）のビット数はＲ映像信号（Ｒ）のビット数である８ビットより大き
いか小さいこともある。
【００３９】
　時間ｔ３で、直列化器６３０はメモリ６２０から第１表示ブロック（ＤＢ１）に対応す
る代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）を読出す。直列化器（６３０）は伝送クロック信号（Ｔ
ｃｌｋ）に同期して代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）をメモリ（６２０）から読出し得る。
但し、代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）が伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）に同期せず、他の
クロック信号に同期して直列化器６３０に伝送され得る。次に、直列化器６３０は伝送ク
ロック信号（Ｔｃｌｋ）に同期して代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）をビット単位のシリア
ルで伝送する。例えば、最下位ビット（ＬＳＢ）である０から最上位ビット（ＭＳＢ）で
ある１まで１ビットずつ順次に伝送し得る。ここで、伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）の周
波数はメインクロック信号（Ｍｃｌｋ）の周波数より低い。例えば、メインクロック信号
（Ｍｃｌｋ）の周波数は約１４０ＭＨｚであり、伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）の周波数
は約４ＭＨｚであり得る。このような直列化器６３０の内部構成に対する詳細な説明は後
述する。
【００４０】
　次に、代表値決定部６１０は、第２表示ブロック（ＤＢ２）に表示されるＲ映像信号（
Ｒ）の入力を受け、時間ｔ４でフラグ信号（ＦＬＡＧ）をイネイブルして第２表示ブロッ
ク（ＤＢ２）に対応する代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ２）を決定する。上述したように、代
表値決定部６１０は第２表示ブロック（ＤＢ２）に表示されるＲ映像信号（Ｒ）をメモリ
（図示せず）から読出し、時間ｔ４でフラグ信号（ＦＬＡＧ）をイネイブルして第２表示
ブロック（ＤＢ２）に対応する代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ２）を決定し得る。そして、時
間ｔ５で代表値決定部６１０は、第２表示ブロック（ＤＢ２）に対応する代表映像信号（
ＲＲ＿ＤＢ２）をメモリ６２０に書込む。ここで、代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ２）はメイ
ンクロック信号（Ｍｃｌｋ）に同期してメモリ６２０に書込まれ得る。このような方式で
、順次に各代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））が決定され、伝送クロ
ック信号（Ｔｃｌｋ）に同期してシリアルに伝送される。
【００４１】
　整理すると、第１タイミングコントローラ６００は、例えば、約１４０ＭＨｚのメイン
クロック信号（Ｍｃｌｋ）に同期したＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の入力を受ける
。そして、第１タイミングコントローラ６００は、約４ＭＨｚの低い伝送クロック信号（
Ｔｃｌｋ）に同期して代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を第２タイ
ミングコントローラに出力する。即ち、上述した方法で伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）の
周波数を低くし得る。従って、代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））が
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第２タイミングコントローラ７００に伝送される過程でＥＭＩを減らせる。
【００４２】
　図６を参照して、図４の直列化器６３０に対して詳細に説明する。直列化器６３０は、
多数のラッチ部（６４０＿１～６４０＿（ｎ×ｍ））と、多数の伝送部（６５０＿１～６
５０＿（ｎ×ｍ））及びマルチプレクサ（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ）（６６０）を含む。
直列化器６３０は、伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）に同期してメモリ６２０から代表映像
信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を読出し、シリアルで代表映像信号（ＲＲ
＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を出力する。便宜上メインクロック信号（Ｍｃｌｋ）
及び伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）の入出力は図示していない。
【００４３】
　各ラッチ部（６４０＿１～６４０＿（ｎ×ｍ））は、上記伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ
）に同期して多数ビット、例えば、８ビットの各代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿Ｄ
Ｂ（ｎ×ｍ））を上記メモリ６２０から読出して保存し得る。各伝送部（６５０＿１～６
５０＿（ｎ×ｍ））は、伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）に同期して各ラッチ部（６４０＿
１～６４０＿（ｎ×ｍ））に保存された上記各代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ
（ｎ×ｍ））をビット単位で出力し得る。
【００４４】
　マルチプレクサ６６０は、各伝送部（６５０＿１～６５０＿（ｎ×ｍ））の出力をシリ
アルで伝送し得る。例えば、最初の伝送部（６５０＿１）の出力を伝送し、次に２番目の
伝送部（６５０＿２）の出力を伝送し、第（ｎ×ｍ）番目、伝送部（６５０＿（ｎ×ｍ）
）の出力を伝送し得る。但し、本実施形態でマルチプレクサ６６０は省略され得る。この
場合、各伝送部（６５０＿１～６５０＿（ｎ×ｍ））は代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～Ｒ
Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を順次に出力し得る構成となる。
【００４５】
　図７及び図８を参照して、本発明の他の実施形態によるタイミングコントローラ、これ
を含む液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法に対して説明する。図７は、本発明の他
の実施形態によるタイミングコントローラ、これを含む液晶表示装置及び液晶表示装置の
駆動方法を説明するためのブロック図であり、図８は、図７の直列化器を説明するための
ブロック図である。図４及び図６に示した構成要素と同一な機能をする構成要素に対して
は同じ図面符号を使用し、説明の便宜上該当する同一構成要素に対する詳細な説明は省略
する。
【００４６】
　図７を参照すると、図４に示した実施形態とは異なり、第１タイミングコントローラ６
０１はメモリ６２０を含まない。即ち、代表値決定部６１０がメインクロック信号（Ｍｃ
ｌｋ）に同期して代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を出力すると、
直列化器６３０は伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）に同期して代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１
～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））をシリアルで出力する。伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）の周波
数はメインクロック信号（Ｍｃｌｋ）の周波数より低い。
【００４７】
　図８を参照して更に具体的に説明すると、各ラッチ部（６４１＿１～６４１＿（ｎ×ｍ
））はメインクロック信号（Ｍｃｌｋ）に同期した代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿
ＤＢ（ｎ×ｍ））の入力を受けて保存する。各伝送部（６５１＿１～６５１＿（ｎ×ｍ）
）は伝送クロック信号（Ｔｃｌｋ）に同期してラッチ部（６４１＿１～６４１＿（ｎ×ｍ
））に保存された代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））をビット単位で
伝送する。マルチプレクサ６６０は、各伝送部（６５１＿１～６５１＿（ｎ×ｍ））の出
力をシリアルで伝送し得る。但し、マルチプレクサ６６０は上記のように省略され得る。
【００４８】
　図９を参照して、本発明の更に他の実施形態によるタイミングコントローラ、これを含
む液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法に対して説明する。図９は、本発明の更に他
の実施形態によるタイミングコントローラ、これを含む液晶表示装置及び液晶表示装置の
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駆動方法を説明するためのブロック図である。図４に示した構成要素と同一な機能をする
構成要素に対しては同一な図面符号を使用し、説明の便宜上該当する同一構成要素に対す
る詳細な説明は省略する。図９を参照すると、図４又は図７に示した実施形態とは異なり
、第１タイミングコントローラ６０２は直列化器６３０を含まない。即ち、代表値決定部
６１０がメインクロック信号（Ｍｃｌｋ）に同期して代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ
＿ＤＢ（ｎ×ｍ））をメモリ６２０に書込むと、第２タイミングコントローラ７００は伝
送クロック信号（Ｔｃｌｋ）に同期して映像代表信号を読出す。ここで、伝送クロック信
号（Ｔｃｌｋ）の周波数はメインクロック信号（Ｍｃｌｋ）の周波数より低く、代表映像
信号は並列（ＲＲ＿ＤＢ１～ＲＲ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））に読出される。
【００４９】
　図１０を参照して、本発明の更に他の実施形態によるタイミングコントローラ、これを
含む液晶表示装置に対して説明する。図１０は、本発明の更に他の実施形態によるタイミ
ングコントローラ及びこれを含む液晶表示装置を説明するためのブロック図である。図４
に示した構成要素と同一な機能をする構成要素に対しては同じ図面符号を使用し、説明の
便宜上該当する同一構成要素に対する詳細な説明は省略する。
【００５０】
　図１０を参照すると、第１タイミングコントローラ６０３は、図４に示した実施形態と
は異なり、制御信号生成部６７０と映像処理部６８０を更に含む。
【００５１】
　制御信号生成部６７０は、外部制御信号（Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、Ｍｃｌｋ、ＤＥ）
の入力を受けてデータ制御信号（ＣＯＮＴ１）及びゲート制御信号（ＣＯＮＴ２）を出力
する。例えば、制御信号生成部６７０は、図１に示したゲートドライバ４００の動作を開
始する垂直開始信号（ＳＴＶ）、ゲートオン電圧の出力時期を決定するゲートクロック信
号（ＣＰＶ）及びゲートオン電圧のパルス幅を決定する出力イネイブル信号（ＯＥ）、図
１に示したデータドライバ５００の動作を開始する水平開始信号（ＳＴＨ）及び映像デー
タ電圧の出力を指示する出力指示信号（ＴＰ）を出力し得る。
【００５２】
　映像処理部６８０は、Ｒ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の入力を受けて信号処理し、
映像データ信号（ＤＡＴ）を出力する。映像処理部６８０は、液晶の応答速度向上或いは
表示品質向上のため、Ｒ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）のグレー（ｇｒａｙ）を補正し
て映像データ信号（ＤＡＴ）を出力し得る。
【００５３】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の一実施形態によるタイミングコントローラ、これを含む液晶表示装置及
び液晶表示装置の駆動方法を説明するためのブロック図である。
【図２】一つの画素の等価回路図である。
【図３】図１の発光ブロックの配列形態と発光ブロック及びバックライトドライバの連結
関係を説明するためのブロック図である。
【図４】図１の第１タイミングコントローラを説明するためのブロック図である。
【図５】図４の第１タイミングコントローラの動作を説明するための概念図である。
【図６】図３の直列化器を説明するためのブロック図である。
【図７】本発明の他の実施形態によるタイミングコントローラ、これを含む液晶表示装置
及び液晶表示装置の駆動方法を説明するためのブロック図である。
【図８】図７の直列化器を説明するためのブロック図である。
【図９】本発明の更に他の実施形態によるタイミングコントローラ、これを含む液晶表示
装置及び液晶表示装置の駆動方法を説明するためのブロック図である。
【図１０】本発明の更に他の実施形態によるタイミングコントローラ及びこれを含む液晶
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【符号の説明】
【００５５】
　１０　　液晶表示装置
　１００　　第１表示板
　１５０　　液晶
　２００　　第２表示板
　３００　　液晶パネル
　４００　　ゲートドライバ
　５００　　データドライバ
　６００、６０１、６０２、６０３　　第１タイミングコントローラ
　６１０　　代表値決定部
　６２０　　メモリ
　６３０、６３１　　直列化器
　６４０＿１～６４０＿（ｎ×ｍ）、６４１＿１～６４１＿（ｎ×ｍ）　　ラッチ部
　６５０＿１～６５０＿（ｎ×ｍ）、６５１＿１～６５１＿（ｎ×ｍ）　　伝送部
　６６０　　マルチプレクサ
　６７０　　制御信号生成部
　６８０　　映像処理部
　７００　　第２タイミングコントローラ
　８００＿１～８００＿ｍ　　バックライトドライバ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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